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み
ん
な
で
協
力
し
て
苗
を
植
え
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
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おいもがたくさんできますように

　６月６日、腹赤小学校では、同小学校の３年生児童約 30人と
腹赤保育所の園児約 20人がさつまいもの苗を植えました。これ
は、同保育所との交流を通して思いやりの気持ちや食べ物の大切
さを学ぶことを目的として行われたものです。
　子どもたちは、３人１組となり、役割を決めて一つひとつ丁寧
に畝
うね

に苗を植えていきました。苗の植え付けを体験したことのあ
る児童たちは、「ここに苗を置くといいよ」「あっちにも植えよう！」
と園児たちを引っ張って、仲良く作業を行うことができました。
　秋にはたくさんのさつまいもがとれますように。

腹赤小学校児童と腹赤保育所園児が交流
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　町選挙管理委員会から選挙人の皆さんに配布している投
票所入場券の様式とその配布方法を今回の参議院議員通常
選挙から次の内容で変更しますのでお知らせします。

○従　来

■様　　式…カード式
■配布方法…区長便による個別
　　　　　　配布（一部郵送）

○今回の参議院議員通常選挙から

■様　　式…はがき式
■配布方法…すべて郵送

※選挙日当日は、本人がこの入場券を持参してください。
　期日前投票を利用される方で、投票に行く日に入場券が
　届いている場合は持参してください。
※入場券は、７月 12日以降に郵送でお届けします。

７
月
29
日
㈰
は
、

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す

【
当
日
の
投
票
に
つ
い
て
】

○
投
票
時
間　

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

○
投
票
場
所　

事
前
に
配
布
す
る
投
票
所
入
場
券

　
　
　
　
　
　

に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所

※
配
布
さ
れ
た
入
場
券
を
本
人
が
持
参
し
て
く
だ

　

さ
い
。

【
今
回
の
選
挙
に
つ
い
て
】

　

投
票
は
、
次
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
選

挙
で
投
票
用
紙
が
異
な
り
、
違
う
種
類
の
投
票
用
紙
に
間

違
え
て
記
載
す
る
と
せ
っ
か
く
の
投
票
が
無
効
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
選
挙
区
（
投
票
用
紙　

薄
い
黄
色
の
用
紙
に
黒
の
印
字
）

　

熊
本
県
選
出
議
員
の
選
挙
で
す
。
投
票
用
紙
に
は
、

 

候
補
者
氏
名 

を
記
載
し
ま
す
。

②
比
例
代
表
（
投
票
用
紙　

白
色
の
用
紙
に
赤
の
印
字
）

　

比
例
代
表
の
候
補
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
た 

候
補
者
氏
名

ま
た
は
候
補
者
名
簿
を
届
け
出
た 

政
党
名 

を
記
載
し
ま
す
。

新町、西新町、宮ノ町、松原、
新山、宝町、磯町、上町

熊本中央
信用金庫

中央公園

第
１
投
票
所

行
政
区

町民研修
センター

出町、中町、下本、今町、下東、
西荒神、東荒神、大明神

町民研修
センター

西
光
寺

日感寺

清
台
寺

第
２
投
票
所

行
政
区

長洲小学校
体育館

建浜、梅田、駅通

ガソリン
スタンド

長洲駅

公園

第
３
投
票
所

行
政
区

清里小学校
体育館

平原、清源寺、腹赤、
腹赤新町

JAたまな

腹
赤
保
育
所

第
４
投
票
所

行
政
区

腹赤小学校
　　体育館

上沖洲

名石
神社 公園

上沖洲
保育所

第
５
投
票
所

行
政
区

上沖洲区公民館

折地、赤崎、高田、鷲巣、立野、
向野、向野北、古城

地域福祉
センター

宮野団地
第
６
投
票
所

行
政
区

六栄小学校体育館

宮崎、赤田、葛輪、永方、塩屋

信定寺

ガソリンスタンド

JAたまな倉庫

第
７
投
票
所

行
政
区

永方区公民館

【
開
票
に
つ
い
て
】

　

開
票
は
、
選
挙
日
当
日
（
29
日
）

に
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

○
開
始
時
間　

午
後
８
時
50
分

○
場　

所　

長
洲
町
中
央
公
民
館

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
制
度
に
つ
い
て

　

各
選
挙
に
お
け
る
投
票
に
つ
い
て
は
、
選
挙

管
理
委
員
会
が
発
行
す
る
入
場
券
に
記
載
さ

れ
た
投
票
所
で
投
票
日
に
行
う
こ
と
が
原
則

と
な
り
ま
す
が
、
投
票
日
当
日
に
何
ら
か
の
理

由
で
投
票
所
に
行
け
な
い
有
権
者
の
方
が
投

票
で
き
る
よ
う
に
設
け
ら
れ
て
い
る
の
が「
期

日
前
投
票
制
度
」と「
不
在
者
投
票
制
度
」で
す
。

　

投
票
日
当
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い
理
由

等
を
記
載
し
た
宣
誓
書
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

 

期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日（
７
月
29
日
）
に
、
用
事
等
の

た
め
投
票
で
き
な
い
方
で
期
日
前
投
票
期
間

に
期
日
前
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

る
有
権
者
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
従
来

の
不
在
者
投
票
制
度
よ
り
比
較
的
簡
単
に
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
お
い
て

は
、
次
の
と
お
り
期
日
前
投
票
を
行
い
ま
す
。

■
期　

間　

７
月
13
日
㈮
〜
28
日
㈯

■
時　

間　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時

　

ま
で
（
期
間
中
毎
日
）

■
場　

所　

長
洲
町
役
場
1
階
ロ
ビ
ー

 

不
在
者
投
票

　

不
在
者
投
票
制
度
は
、
当
日
の
投
票
及
び

期
日
前
投
票
に
お
い
て
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
有
権
者
の
方
の
た
め
の
制
度
で
す
。

　

主
な
具
体
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

○
投
票
日
当
日
に
は
20
歳
を
迎
え
る
が
、
期
日

前
投
票
を
行
う
日
に
は
、
ま
だ
19
歳
の
方

○
出
張
な
ど
で
他
の
市
町
村
に
滞
在
し
て
お

り（
滞
在
す
る
予
定
が
あ
り
）、
投
票
日
当

日
及
び
期
日
前
投
票
期
間
を
含
め
町
内
に

い
な
い
方

○
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
院（
所
）
し
て

い
る
方
で
、
期
日
前
投
票
所
及
び
決
め
ら

れ
た
投
票
所
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

（
有
権
者
の
方
の
入
院（
所
）し
て
い
る
施
設

が
、
不
在
者
投
票
所
と
し
て
各
都
道
府
県

選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
を
受
け
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
入
院（
所
）
し
て
い
る

施
設
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

　

不
在
者
投
票
に
よ
る
投
票
は
、
投
票
の
手

続
き
に
日
数
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
早
め

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
他
に
も
、
一
定
以
上
の
身
体
の
障
害
が
あ
る

た
め
に
投
票
所
で
の
投
票
が
で
き
な
い
方

の
た
め
の
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
制

度
や
遠
洋
漁
業
な
ど
に
従
事
し
て
い
る
た

め
長
期
に
わ
た
り
漁
船
等
に
乗
船
し
て
い

る
船
員
の
方
の
た
め
の
不
在
者
投
票
制
度

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
を
利

用
す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
申
請
し
登
録

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
選

挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
関
す
る
こ
と

や
投
票
方
法
等
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ

町
選
挙
管
理
委
員
会
（
内
線
２
１
１
）

投票所入場券の様式・配布方法が変わります！

▲新しい入場券様式



4

まちの話題まちの話題

5

まちの話題まちの話題

松
山
義
昌
さ
ん
、
明
受
善
明
さ
ん
が
瑞ず

い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章
を
受
章
!!

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
る

　

〜
長
洲
校
区
見
守
り
隊
研
修
会
〜

▲研修会のようす

　

松
山
さ
ん
は
、
小
倉
や
八
女
、
瀬
高
な
ど

福
岡
県
内
に
赴
任
さ
れ
、
福
岡
県
警
で
37
年

間
在
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
牟
田
警
察
署
に
勤
務
し
て
い
た
時

は
、
三
池
争
議
の
真
っ
只
中
で
、
命
の
危
険

を
感
じ
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か

し
、
ど
ん
な
に
大
変
な
時
で
も〝
率そ
っ
せ
ん
す
い
は
ん

先
垂
範
〞

の
気
持
ち
で
何
事
も
取
り
組
む
こ
と
を
心
が

け
、
定
年
間
近
に
な
っ
て
も「
現
場
で
働
き
た

い
」と
自
動
車
警
ら
隊
長
と
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
若
手
警
察
官
と
一
丸
と
な
り
地
域
の
安

全
を
守
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
在
職
中
に
始
め
た
弓
道
は
、
昭
和

33
年
に
は
福
岡
県
の
代
表
と
し
て「
全
日
本
弓

道
大
会
」
で
優
勝
さ
れ
た
経
験
も
あ

り
、
弓
道
を
通
し
て〝
平
常
心
を
保

つ
〞こ
と
を
学
ば
れ
、
そ
の
経
験
は

仕
事
に
も
活
か
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
「
受
章
の
知
ら
せ
を
受
け
た
時
は
、

夢
を
見
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
受
章
が
で
き
、
感
謝

し
て
い
ま
す
。」
と
感
激
の
表
情
で
感

謝
の
気
持
ち
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
17
日
、
長
洲
校
区
見
守
り
隊（
森
下
好

勝
会
長
）
は
町
民
研
修
セ
ン
タ
ー
で「
長
洲
校

区
見
守
り
隊
研
修
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
平
成
17
年
10
月
、
子
ど
も
た
ち
を
事

故
や
犯
罪
か
ら
守
ろ
う
と
発
足
し
た
同
隊
が
、

活
動
を
続
け
る
に
あ
た
っ
て
更
に
防
犯
意
識

を
高
め
、
安
全
対
策
を
学
ぼ
う
と
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
同
隊
の
隊
員
約
30
人
が
参
加
し
、

荒
尾
警
察
署
の
二
子
石
和
浩
交
通
課
長
の
講

話
を
受
け
ま
し
た
。
二
子
石
課
長
は
、「
安
心

で
安
全
に
す
ご
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
に

は
、
住
民
の
パ
ワ
ー
が
必
要
。
こ
の
活
動
は
今

後
も
ぜ
ひ
続
け
て
欲
し
い
。」
と
、
子
ど
も
た

ち
が
道
路
を
渡
る
時
に
気
を
つ
け
る
点
や
防

犯
意
識
を
高
め
る
た
め
に
気
を
つ
け
る
こ
と

な
ど
を
話
さ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
熱
心
に
質

問
を
し
た
り
、
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

森
下
会
長
は「
具
体
的
な
わ
か
り
や
す
い
説

明
で
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
発
足

当
時
24
人
だ
っ
た
隊
員
が
今
は
69
人
と
な
り
、

今
後
も
多
く
の
目
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
協
力
を
呼
び
か
け
て

い
き
た
い
。」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

有
明
海
で
サ
メ
が
捕
獲

　

５
月
24
日
、
長
洲
港
の
荷
揚
げ
場
に
体
長

２
・
５
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
鮫
が
捕
獲
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
同
日
早
朝
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
造
船
㈱
沖
約
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
漁
場
で
、

流
し
網
漁
を
行
っ
て
い
た
坂
上
節
男
さ
ん（
大

明
神
）の
所
有
す
る
恵
比
寿
丸
の
網
に
か
か
っ

た
も
の
で
す
。

　

２
年
前
に
も
、
同
じ
く
Ｔ
字
型
の
頭
が
特

徴
の「
シ
ュ
モ
ク
ザ
メ
」
を
捕
獲
し
た
坂
上
さ

▲大きさにビックリ !!

命
の
尊
さ
を
み
つ
め
よ
う

　

〜
い
じ
め
根
絶
な
が
す
町
会
議
・
青
少
年
健
全
育
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
開
催
〜

　

６
月
14
日
、
腹
栄
中
学
校
に
て
、
町
教
育

委
員
会
は「
い
じ
め
根
絶
な
が
す
町
会
議
・
青

少
年
健
全
育
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」を
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
６
月
を「
い
じ
め
根
絶
月
間
」
と

定
め
、
地
域
ぐ
る
み
で
い
じ
め
根
絶
に
取
り

組
み
、
い
じ
め
の
解
消
と
防
止
に
向
け
た
総

合
的
な
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
町
内
の
小
中
学
校
関
係
者
や
地

域
の
関
係
者
な
ど
約
60
人
が
参
加
し
、
各
学

校
で
行
わ
れ
て
い
る
具
体
的
な
取
り
組
み
の

報
告
や
、
中
学
校
校
区
に
分
か
れ
て
の
情
報

交
換
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
村
教
育
長
は
、「
い
じ
め
根
絶
に
は
学
校

だ
け
で
は
な
く
、
地
域
や
家
庭
で
も
取
り
組

み
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
ど
の
子
ど
も
た

ち
も
誰
か
に
相
談
で
き
る
環
境
を
作
る
こ
と

で
、
思
い
や
り
や
豊
か
な
心
を
育
て
て
い
き

た
い
。」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ん
は
、
今
回
で
４
回
目
の
捕
獲
と
な
り
ま
す
。

お
そ
ら
く
５
年
程
前
に
作
ら
れ
た
、
漁
ぎ
ょ
し
ょ
う
礁
に

い
る
魚
を
狙
っ
て
、
群
れ
で
生
存
し
て
い
る

と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

坂
上
さ
ん
は
、「
船
に
揚
げ
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
、
船
の
横
に
ロ
ー
プ
で
縛
っ
て
運

ん
で
き
た
。
ま
た
陸
揚
げ
し
て
み
る
と
、
改

め
て
大
き
さ
に
び
っ
く
り
し
た
。」
と
驚
い
た

様
子
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

▲熱心に話を聞く参加者たち

〜
何
事
に
も
〝
率そ

っ
せ
ん
す
い
は
ん

先
垂
範
〞
の
気
持
ち
で
〜

　
「
第
８
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
」に
お
い
て
、
松
山
義
昌
さ
ん（
西
荒
神
区
）と
明
受
善
明
さ
ん（
古
城
区
）が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
、
５
月
７
日
、
伝
達
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
警
察
官
な
ど
危
険
性
の
高
い
現
場
で
、
仕
事
に
従
事
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
受
章
さ
れ
た
も
の
で
す
。

松
山　

義
昌
さ
ん

　

明
受
さ
ん
は
、
熊
本
県
警
で
各
地
に
赴
任

さ
れ
、
昭
和
60
年
、
長
洲
に
戻
っ
て
来
ら
れ

た
時
は
、
10
回
目
の
引
越
し
だ
っ
た
そ
う
で

す
。

　

児
童
心
理
学
を
学
ん
だ
経
験
が
あ
り
、
防

犯
課（
現
在
の
生
活
安
全
課
な
ど
）
の
少
年
係

な
ど
で
、
防
犯
の
啓
発
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鹿
本
駐
在
所
に
勤
務
し
て
い
る
時
、

パ
ト
ロ
ー
ル
中
に
全
国
で
指
名
手
配
さ
れ
て

い
た
容
疑
者
を
逮
捕
。
在
職
中
に
も
数
々
の

賞
や
感
謝
状
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
、
安
全
協
会
役
員
や
老
人
ク
ラ
ブ

の
会
長
を
務
め
ら
れ
る
他
、
交
通
安
全
日
な

ど
に
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
の
見
守
り
な
ど

地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
に
活
動
を
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
24
時
間
体
制
で
辛
い
こ
と
も
あ
っ

た
が
、〝
住
民
の
た
め
に
〞と
い
う
想
い

で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
受
章
は
信
じ
ら

れ
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、

と
て
も
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。」と
当

時
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
喜
び
を
語
ら

れ
ま
し
た
。

〜
住
民
の
た
め
に
職
務
に
遂
行
〜

明
受　

善
明
さ
ん
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まちの話題まちの話題

7

まちの話題まちの話題

一
区
一
創
運
動
活
動
リ
ポ
ー
ト

立
野
区　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

立
野
区
で
は
、
４
月
29
日
、
区
民
ス
ポ

ー
ツ
の
一
環
と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
さ
わ
や
か
な
青
空
の
下
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
区
民
約
45

人
の
選
手
が
参
加
し
、
各
班
に
分
か
れ
て

対
抗
戦
を
行
い
ま
し
た
。
特
別
に
編
成

し
た
ち
び
っ
子
チ
ー
ム
は
、
普
段
手
に
す

る
こ
と
の
な
い
ク
ラ
ブ
で
ゲ
ー
ム
に
挑
戦

し
、
５
位
の
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
競

技
終
了
後
は
、
全
員
で
公
民
館
に
集
合
し

お
に
ぎ
り
を
食
べ
な
が
ら
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

▲ちびっ子チームも大健闘！
▲優勝した建浜Ａチーム

町
子
ど
も
会
球
技
大
会
開
か
れ
る
！

　

６
月
10
日
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体

育
館
に
お
い
て
第
24
回
子
ど
も
会
ビ
ー
チ
ボ

ー
ル
バ
レ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
34

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
い
声
援
の
な
か
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
上
位
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝　

建
浜
Ａ

２
位　

下
東
・
今
町
Ａ

３
位　

梅
田
Ｂ

赤
崎
（
男
子
）
と
腹
赤
（
女
子
）
が
優
勝
！

　

〜
町
民
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
〜

　

６
月
３
日
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体

育
館
に
お
い
て
平
成
19
年
度
町
民
ビ
ー
チ
ボ

ー
ル
バ
レ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

大
会
は
男
子
17
チ
ー
ム
、
女
子
15
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
な
お
、
上
位
結
果
は
次
の
と
お
り

第
62
回
玉
名
郡
民
体
育
祭
（
陸
上
の
部
）
が
開
催
！

　

〜
総
合
２
位
の
好
成
績
〜

　

５
月
20
日
、
和
水
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
第
62
回
玉
名
郡
民
体
育
祭（
陸
上
の

部
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は

広
く
郡
民
の
間
に
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
し
、

健
康
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

長
洲
町
か
ら
も
選
手
・
役
員
合
わ
せ
て

約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
選
手
の
一

生
懸
命
な
姿
に
会
場
か
ら
は
大
き
な
声

援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

結
果
に
つ
い
て
は
、
男
子
２
位
、
女

子
２
位
、
総
合
で
２
位
と
い
う
好
成
績

で
し
た
。
な
お
、
上
位
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

で
す
。

■
男
子
の
部　
　
　
　

■
女
子
の
部

　

優
勝　

赤　

崎　
　

優
勝　

腹　

赤

　

２
位　

古
城
Ａ　
　

２
位　

宮　

崎

　

３
位　

下
東
Ｂ　
　

３
位　

立
野
Ａ

　
　
　
　

東
荒
神　
　
　
　
　

東
荒
神

▲男子の部で優勝した赤崎チーム

▲女子の部で優勝した腹赤チーム

○
ト
ラ
ッ
ク
競
技

【
男
子
】

１
０
０
ｍ
（
30
才
〜
39
才
） 

３
位　

宮
本　
　

敦

　
　
　
　
（
40
才
〜
49
才
） 

２
位　

下
田　

辰
治

　
　
　
　
（
50
才
〜
59
才
） 

２
位　

村
上　

喜
誠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

３
位　

林　
　

修
一

　
　
　
　
（
60
才
〜
69
才
） 

１
位　

濱
田　

孝
幸

 
 

 

２
位　

田
上　

秀
美

４
０
０
ｍ　
（
29
才
以
下
） 

３
位　

徳
永
祐
一
郎

８
０
０
ｍ　
（
50
才
〜
59
才
） 

３
位　

西
辻　

光
徳

１
５
０
０
ｍ
（
40
才
〜
49
才
） 

３
位　

田
頭　
　

稔

２
０
０
０
ｍ
（
70
才
以
上
） 

１
位　

豊
田　

一
信

３
０
０
０
ｍ
（
30
才
〜
39
才
） 

３
位　

田
中　

誠
一

　
　
　
　
　
（
60
才
〜
69
才
） 

３
位　

高
野　

新
一

４
０
０
ｍ
Ｒ（
30
才
〜
39
才
） 

２
位

　
　
　
　
　
（
50
才
〜
59
才
） 

２
位

　
　
　
　
　
（
小
学
生
代
表
） 

３
位

【
女
子
】

１
０
０
ｍ　
（
34
才
以
下
） 

２
位　

山
口　

志
野

４
０
０
ｍ
Ｒ（
小
学
生
代
表
） 

３
位

○
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技

【
男
子
】

走
高
跳
び（
40
才
〜
49
才
） 

２
位　

堀　
　

公
助　

 
 

 

３
位　

藤
井　
　

司

走
幅
跳
び（
30
才
〜
39
才
） 

３
位　

長
谷
川　

元

砲
丸
投
げ（
29
才
以
下
） 

３
位　

元
村　

佳
広

　
　
　
　
（
30
才
〜
39
才
） 

３
位　

松
岡　

高
史

　
　
　
　
（
40
才
〜
49
才
） 

３
位　

山
村　

隆
朗

　
　
　
　
（
60
才
〜
69
才
） 

３
位　

村
本　

建
明

円
盤
投
げ（
50
才
〜
59
才
） 

２
位　

奥
田　

信
幸　

 
 

 

３
位　

城
戸　
　

力

【
女
子
】

走
幅
跳
び（
34
才
以
下
） 

３
位　

大
久
保
真
弓

円
盤
投
げ（
34
才
以
下
） 

３
位　

宮
本　

生
水

▲力走する長洲町選手（右から２番目、左から２番目）

　
「
難
コ
ー
ス

だ
っ
た
せ
い
か
、

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
は
全
体
で
２

名
で
し
た
。
来

年
も
区
民
の
皆

さ
ん
と
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
を
通
じ
て
ふ

れ
あ
い
の
場
を

広
げ
て
い
き
た

い
。」
と
納
富
区

長
。

中
町
区　

美
化
作
業

　

中
町
区
で
は
、
５
月
20
日
、
区
民
約
45

人
が
参
加
し
て
区
内
の
美
化
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
特
に
梅
雨
を
控
え
、
溝
の
泥

上
げ
や
、
嘉
永
川
右
岸
の
草
取
り
、
さ
ら

に
道
路
上
や
電
線
近
く
に
は
み
出
し
て
い

る
樹
木
の
剪
定
な
ど
の
作
業
を
各
班
に
分

か
れ
て
実
施
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
４
月

に
植
樹
祭
を
実
施
し
た
中
町
ふ
れ
あ
い
広

場
周
辺
の
草
取
り
を
行
っ
て
作
業
を
終
了

し
ま
し
た
。

　
「
約
２
時
間
ば
か
り
の
美
化
作
業
で
し
た

が
、
区
内
も
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
。
初
夏
の
さ

わ
や
か
な
涼
風
の
も
と
、
気
持
ち
よ
い
汗
を

か
き
ま
し
た
。」と
塘
岡
区
長
。

今
町
区　

美
化
作
業
と
花
苗
の
植
え
付
け
作
業

　

今
町
区
で
は
、
６
月
３
日
、
区
民
約
40

人
が
参
加
し
て
区
内
の
美
化
作
業
と
花
苗

の
植
え
付
け
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
嘉
永
川
石
垣
や
通
学
路
、
梅

雨
に
備
え
て
今
町
橋
上
の
掃
除
と
排
水
溝

の
砂
泥
の
除
草
作
業
を
行
い
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
除
草
後
に
は
花
壇
に
百
日
草
約

２
０
０
本
を
植
え
付
け
ま
し
た
。

　
「
夏
場
に
か
け
て
花
苗
も
咲
き
ほ
こ
り

児
童
を
は
じ
め
通
学
路
を
行
き
交
う
人
々

の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま

す
。
作
業
中
は
話
も
弾
み
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。」と
下
田
区
長
。

▲作業を行う今町区の人たち

▲作業を行う中町区の人たち

上
沖
洲
区　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

上
沖
洲
区
で
は
、
５
月
26
日
、
区
民
の

親
睦
と
融
和
を
図
る
た
め
に
ク
リ
ー
ン
パ

ー
ク
フ
ァ
イ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
２
回
上

沖
洲
区
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
年
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
参
加

が
増
え
、
１
１
２
人
の
参
加
者
で
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方

も「
こ
ん
な
に
楽
し
い
競
技
と
は
思
わ
な
か

っ
た
で
す
。
来
年
も
ま
た
参
加
し
た
い
。」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
良
い
天
気
に
恵
ま
れ
楽
し
い
大
会
が
で

き
た
こ
と
を

区
民
の
皆
様

方
と
喜
び
、

今
後
も
区
民

の
健
康
と
融

和
を
図
る
た

め
に
続
け
て

い
き
た
い
。」

と
村
本
区

長
。

▲グラウンドゴルフ大会のようす
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■役場  78－3111
■ふれあいセンター  78－4100
　（中央児童館・子育て支援センター）
■中央公民館（生涯学習課）  78－0053
■水道課（浄化センター）  78－0126
■下水道課（浄化センター）  78－3515
■すこやか館（保健センター）  65－7515
■総合スポーツセンター  78－4777
■室内温水プール  78－6446
■健康福祉センター  78－1037
■社会福祉協議会  78－1440
■シルバー人材センター  78－4642

■町民研修センター  78－5226
■地域福祉センター  78－2377
■地域包括支援センター  78－3114
■クリーンパークファイブ（清掃施設）  78－4433
　（有明広域行政事務組合）
■金魚と鯉の郷広場
　　金魚の館  78－3866
　　長洲きんぎょ村  78－3595
■ながす未来館  69－2005
■長洲町図書館  69－2060
■地域情報センター  69－2061
■給食センター  78－0838

公共施設電話番号

休日在宅医
月　日 在　宅　医

７月８日㈰ 多田隈内科医院（向　野） 78-3011

７月15日㈰ 古庄胃内医院（玉名市岱明町） 57-0013

７月16日㈪ 有明成仁病院（鷲　巣） 78-1133

人のうごき
平成 19年５月末日現在

　　 人　口　17,455人　（△   26）
　　 　　男　  8,386人　（△   15）
　　 　　女　  9,069人　（△   11）
　　 世帯数　  6,409世帯（△    1）

※（　）内は前月比

国際交流を楽しんでみませんか
～長洲町国際交流友の会　第１回交流会開催～
　以前、広報にパラグアイ滞在記を掲載
されていた、町在住の金島宗治先生の「ラ
テンアメリカ生活体験談」と、アルパ（ス
ペイン語でハープの意）
の演奏を聞きながらの
交流会を開催します。
皆さん、お気軽にご参
加ください。
■と　き　７月 15日㈰
　午後１時 30分～午後３時 30分
■ところ　町中央公民館　視聴覚室
■定　員　30人（定員になり次第締め
　　　　　切ります）
■参加料　300円（会員は 100円）
■主　催　長洲町国際交流友の会
■申し込み・問い合せ　まちづくり課内
　長洲町国際交流友の会事務局
　（内線 232）

お
知
ら
せ

特
設
発
行
窓
口
開
設

〜
町
民
カ
ー
ド
兼
印
鑑
登
録
証
〜

　

町
民
カ
ー
ド
を
よ
り
多
く
の
住

民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
特
設
発
行
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。

　

町
民
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い

方
、従
来
の
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方
、

暗
証
番
号
の
登
録
を
し
て
い
な
い

方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
カ
ー
ド

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と　

き　

７
月
８
日
㈰　

午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

■
と
こ
ろ　

住
民
環
境
課

■
持
っ
て
く
る
も
の　

登
録
す
る

印
鑑
、
官
公
庁
発
行
の
写
真
付

き
身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
・

パ
ス
ポ
ー
ト
・
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
な
ど
）

■
費　

用　

新
規
登
録
２
０
０
円
、

再
登
録
３
０
０
円

■
問
い
合
せ　

住
民
環
境
課（
内
線

１
３
３
〜
１
３
５
）

身
体
障
害
者
相
談
員
に

よ
る
相
談
所
開
設

　

町
で
は
、
県
よ
り
委
嘱
さ
れ
た

身
体
障
害
者
相
談
員
に
よ
る
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。
手
帳
を
お
持

ち
で
な
い
方
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。

■
と　

き　

７
月
18
日
㈬
午
後
１

時
〜
午
後
３
時（
今
後
は
、
原
則

と
し
て
毎
月
第
３
水
曜
日
の
午

後
１
時
〜
３
時
と
な
り
ま
す
。）

■
と
こ
ろ　

町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー　

相
談
室

■
相
談
担
当
者　

町
内
身
体
障
害

者
相
談
員
２
名

■
問
い
合
せ　

町
社
会
福
祉
協
議

会（
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１
４
４
０
）

心
配
ご
と
相
談
開
催

　

日
常
生
活
の
中
で
、
心
配
ご
と
・

悩
み
ご
と
な
ど
あ
る
方
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
と　

き　

８
月
７
日
㈫　

午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー　

相
談
室

■
担
当
弁
護
士　

山
村
康
一

■
定　

員　

４
人

■
相
談
時
間　

１
人
30
分

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

町
社
会

福
祉
協
議
会（
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１
４
４
０
）

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

電
気
配
線
の
工
事
の
た
め
、
町

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
臨
時
休
館

し
ま
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
休
館
日　

７
月
15
日
㈰
終
日

■
休
館
施
設　

町
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー

■
問
い
合
せ　

福
祉
保
健
介
護
課

（
内
線
１
４
０
）

農
薬
空
容
器
（
産
業
廃

棄
物
）
を
回
収
し
ま
す

　

Ｊ
Ａ
た
ま
な
で
は
、
今
年
も
次

の
と
お
り
容
器
な
ど
の
回
収
を
行

い
ま
す
。

■
と　

き　

７
月
18
日
㈬　

午
前

９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

Ｊ
Ａ
た
ま
な
長
洲
供

給
セ
ン
タ
ー

■
注
意
事
項

○
今
回
の
回
収
は
プ
ラ
ボ
ト
ル
・
水

和
剤
・
粉
粒
剤
の
袋
・
農
薬
ビ
ン

類
・
ペ
ー
ル
缶
・
農
薬
カ
ン
類
で

す
。

○
Ｊ
Ａ
指
定
の
回
収
袋（
Ｊ
Ａ
窓
口

に
て
１
枚
１
０
０
円
で
販
売
し

て
い
ま
す
。）に
入
れ
て
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

○
プ
ラ
ボ
ト
ル
と
紙
袋
は
分
別
し

て
く
だ
さ
い
。
プ
ラ
ボ
ト
ル
と

ビ
ン
は
ふ
た
を
は
ず
し
、
下
向

き
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
紙
袋
、

ア
ル
ミ
袋
は
切
断
し
空
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

○
す
べ
て
の
農
薬
容
器
の
洗
浄
、

紙
袋
の
残
量
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

○
残
液
が
あ
る
容
器
に
つ
き
ま
し

て
は
、
回
収
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
せ　

Ｊ
Ａ
た
ま
な
長
洲
供

給
セ
ン
タ
ー
（

 

78 

６
５
６
５
）

平
成
19
年
度
長
洲
町
職

員
採
用
試
験
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
職
員
の
退
職
に
伴
う

職
員
補
充
の
た
め
、
例
年
、
職
員

採
用
試
験
を
実
施
し
合
格
者
を
職

員
と
し
て
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
は
、
退
職
者（
見
込

み
）に
対
す
る
新
規
職
員
の
採
用
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
平
成
19

年
度
長
洲
町
職
員
採
用
試
験
は
あ

り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
せ　

総
務
課（
内
線
２
１

　

２
）

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の

交
付
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
加
入
の
方
及
び

老
人
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の

方
は
、
医
療
費
の
自
己
負
担
が
高

額
に
な
っ
た
と
き
、
一
医
療
機
関

の
窓
口
で
の
支
払
い
は
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
に
は
限
度
額
適

用
認
定
証
（
※
１
）
ま
た
は
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

（
※
２
）
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
掲

示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
限
度
額
適
用
認
定
証
（
※
１
）

　

医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
の
限

度
額
適
用
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
（
※
２
）

　

医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
の
限

度
額
適
用
と
あ
わ
せ
て
食
事
代

の
減
額
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
※
注
）
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付

状
況
に
よ
っ
て
は
認
定
証
が
交

付
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

○
は
じ
め
て
申
請
さ
れ
る
方

■
と　

き　

認
定
証
が
必
要
に
な

っ
た
と
き（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

30
分

■
と
こ
ろ　

福
祉
保
健
介
護
課

■
必
要
な
も
の　

印
鑑
、
保
険
証

○
現
在
認
定
証
を
お
持
ち
の
方

　

現
在
認
定
証
を
お
持
ち
の
方

は
、
７
月
末
で
期
限
が
切
れ
ま
す
。

引
き
続
き
必
要
な
方
は
次
の
と
お

り
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
と　

き　

７
月
17
日
㈫
〜
７
月

31
日
㈫（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30

分
■
と
こ
ろ　

福
祉
保
健
介
護
課

■
必
要
な
も
の　

印
鑑
、
保
険
証

＊
本
人
が
入
院
中
で
来
庁
で
き
な
い

場
合
は
、
家
族
の
方
が
代
理
で
申

請
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

福
祉
保
健
介
護
課

（
内
線
１
４
２
・
１
４
３
）

国
民
健
康
保
険
・
老
人
医
療

「
広
報
な
が
す
」
へ
有
料
広

告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

　

町
で
は
、「
広
報
な
が
す
」に
掲
載

す
る
広
告
主
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
発
行
部
数　

６
１
０
０
部

■
規
格
及
び
掲
載
料　

１
号
広
告

【
縦
50
㎜
×
横
１
８
０
㎜
】
２
万

円（
町
外
４
万
円
）、
２
号
広
告

【
縦
50
㎜
×
横
90
㎜
】１
万
円（
町

外
２
万
円
）

■
掲
載
位
置　

毎
月
１
日
号
の「
く

ら
し
の
情
報
」コ
ー
ナ
ー
５
段
組

の
最
下
段

■
掲
載
で
き
な
い
広
告

▽
広
報
誌
の
公
共
性
を
損
な
う
も

の
▽
政
治
、
宗
教
に
関
す
る
も
の

▽
個
人
な
ど
の
意
見
広
告
▽
公
序

良
俗
に
反
す
る
も
の
▽
風
俗
営
業
、

風
俗
関
連
営
業
、
貸
金
業
に
関
す

る
も
の
▽
求
人
広
告
ま
た
は
こ
れ

に
類
す
る
も
の
▽
誇
大
表
示
な
ど

表
現
方
法
が
不
適
切
な
も
の
▽
そ

の
他
町
長
が
広
報
掲
載
と
し
て
適

当
で
な
い
と
認
め
る
も
の
な
ど

■
申
込
方
法　

ま
ち
づ
く
り
課
備

え
付
け
の
申
請
書
に
広
告
の
原

版
等
を
添
付
し
、
掲
載
希
望
号

の
30
日
前
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

ま
ち

づ
く
り
課（
内
線
２
３
２
）
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基
本
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

一
般
に
、
生
活
習
慣
病
は
自
覚

症
状
が
な
い
こ
と
が
多
く
、
気
づ

い
た
時
に
は
病
気
が
か
な
り
進
行

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
自
分
で
は
気
づ
き
に
く

い〝
不
調
の
サ
イ
ン
〞を
健
診
で
早

期
に
発
見
す
る
、
こ
れ
が
病
気
の

予
防
に
は
大
切
で
す
。
年
に
１
回

は
必
ず
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
、
町
で
は
、
次
の
日
程

で
基
本
健
康
診
査
を
行
い
ま
す
。

40
歳
以
上
の
方
で
申
し
込
み
を
さ

れ
て
い
る
方
は
、
必
ず
受
診
票
の

問
診
欄
を
記
入
の
上
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い

な
い
方
で
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
必
ず
す
こ
や
か
館
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
65
歳
以
上
の
受
診
者
の
皆
さ
ん

へ
（
昭
和
18
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
）

　

平
成
18
年
度
よ
り
介
護
保
険
法

が
見
直
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
要

介
護
状
態
に
な
る
恐
れ
の
高
い
方

を
抽
出
す
る
手
段
と
し
て
、
基
本

健
康
診
査
に
お
い
て
65
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
生
活
機
能
評
価（
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
）を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
65
歳
以
上
の
方
で

基
本
健
康
診
査
を
お
申
し
込
み
の

方
に
は
同
封
し
て
い
ま
す
の
で
、

記
入
の
上
受
診
票
と
一
緒
に
健
診

当
日
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
健
診
実
施
期
間　

７
月
17
日
㈫

〜
７
月
31
日
㈫

■
内　

容　

身
体
計
測
、
血
液
検

査
、
尿
検
査
、
血
圧
、
心
電
図
、

診
察
な
ど

※
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
…
前
立
腺
が

ん
検
査（
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
）
及
び
Ｂ

型
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

■
健
診
一
部
負
担
金　

２
、３
０
０
円

※
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

受
診
す
る
方
は
、
別
途

１
、２
０
０
円
か
か
り
ま
す
。

※
健
診
一
部
負
担
金
・
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
一
部
負
担

金
に
つ
い
て
は
、
70
歳
以

上
の
方
・
平
成
19
年
度
町

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は

無
料
で
す
。
医
療
機
関
受

付
に
て
、
そ
の
旨
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

①
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
対

象
者
は
、
40
歳
以
上
75
歳

未
満
で
こ
れ
ま
で
受
診
し

た
こ
と
の
な
い
方
と
な
り

ま
す
。

②
50
歳
以
上
の
男
性
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は「
前
立
腺

が
ん
検
査（
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
）」を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
血
液

検
査
で
、
料
金
は
１
、６
０
０
円

で
す
。
健
診
当
日
に
受
付
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
健
診
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
８

月
末
ま
で
に
必
ず
受
診
さ
れ
た

医
療
機
関
へ
受
け
取
り
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
９
月
以
降
は
す

こ
や
か
館
で
の
受
け
取
り
と
な

り
ま
す
。

■
問
い
合
せ　

す
こ
や
か
館（
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７
５
１
５
）

【基本健診診査受診医療機関一覧】
医療機関名 健診受付時間 休診日

有明成仁病院 午前9時～正午（朝食抜き）、
午後2時～午後5時 30分（昼食抜き） 日曜・祝祭日

池本内科医院 午前9時～午前11時 30分（朝食抜き） 土曜・日曜・祝祭日

淡河・黒田医院 午前9時～午前11時 30分（朝食抜き） 土曜・日曜・祝祭日

多田隈内科医院 午前9時～午前11時 30分（朝食抜き） 土曜・日曜・祝祭日

田宮春生堂医院 午前9時～午前11時 30分（朝食抜き） 土曜・日曜・祝祭日

田宮二郎内科 午前9時～午前11時 30分（朝食抜き） 土曜・日曜・祝祭日

西山クリニック 午前9時～午前11時 30分（朝食抜き） 土曜・日曜・祝祭日

いまおか
クリニック

午前9時～午前11時 30分（朝食抜き）
午後2時～午後6時（昼食抜き）

日曜・祝祭日
※木・土は午前のみ

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ
か
ら
の
お
知
ら
せ

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ
で

は
、
法
に
基
づ
き
排
ガ
ス
中
の
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
を
年
に
４

回
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ

の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

〜
７
月
リ
サ
イ
ク
ル
体
験
受
講
者

募
集
〜

ハ
ギ
レ
布
で
つ
く
る
帽
子

■
と　

き　

７
月
11
日
㈬　

午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
講　

師　

土
山
千
代
子
氏

■
持
っ
て
く
る
も
の　

90
㎝
〜

１
１
０
㎝
幅
×
35
㎝
丈
の
1
枚

布(

表
布
用
と
裏
布
用
２
種
類)

、

布
の
色
と
合
わ
せ
た
ミ
シ
ン
糸
、

裁
縫
道
具
、
昼
食（
布
が
な
い
方

は
古
着
を
裁
断
し
た
布
を
無
料

で
準
備
し
て
い
ま
す
。）

■
費　

用　

材
料
費（
接
着
芯
、
紐

代
）２
０
０
円

■
募
集
人
数　

10
人（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。
な
お
、

同
講
座
に
お
い
て
は
初
め
て
受

講
さ
れ
る
方
を
優
先
的
に
受
け

付
け
ま
す
。）

■
申
込
締
切　

７
月
９
日
㈪

玉
子
パ
ッ
ク
の
花
器
づ
く
り

■
と　

き　

７
月
23
日
㈪　

午
前

10
時
〜
正
午

■
講　

師　

吉
川
カ
シ
コ
氏

■
持
っ
て
く
る
も
の　

玉
子
パ
ッ

ク（
一
つ
の
花
器
に
つ
き
２
パ
ッ

ク
使
用
し
ま
す
。
作
成
し
た
い

花
器
の
数
×
２
の
パ
ッ
ク
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。)

、ホ
ッ
チ
キ
ス
、

は
さ
み

■
費　

用　

参
加
費
、
材
料
費
は

無
料

■
募
集
人
数　

12
人（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

■
申
込
締
切　

７
月
18
日
㈬

夏
休
み
子
ど
も
リ
サ
イ
ク
ル
体
験

講
座
〜
牛
乳
パ
ッ
ク
で
つ
く
る
た

の
し
い
迷
路
〜

■
と　

き　

７
月
27
日
㈮　

午
後

１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
講　

師　

糸
永
千
代
美
氏

■
持
っ
て
く
る
も
の　

は
さ
み
、

開
い
て
い
な
い
１
ℓ
牛
乳
パ
ッ

ク（
３
〜
４
個
）、
セ
ロ
テ
ー
プ
、

ビ
ー
玉（
１
個
）

■
募
集
人
数　

16
人（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

■
申
込
締
切　

７
月
25
日
㈬

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

ク
リ

ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ（
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４

　

４
３
３
）

【平成18年度クリーンパークファイブダイオキシン類測定結果】

排ガス 測定
場所

国の
基準値

環境保全
協定値

１回目 ２回目 ３回目 ４回目
4月5日 10月 26日 12月 25日 2月27日

１号炉
排ガス中
ダイオキシン
（ng／㎥N）

排気塔
中段 1.0 0.1 0.00808 0.02800 0.00320 0.02900

２号炉
排ガス中
ダイオキシン
（ng／㎥N）

排気塔
中段 1.0 0.1 0.00882

９月20日
0.00510 0.00950

0.01000

※１ng（ナノグラム）は10億分の１g

募　

集

そ
の
瞬
間
・
あ
な
た
の

手
当
て
が
命
を
救
う

〜
救
命
手
当
講
習
会
参
加
者
募
集
〜

　

家
族
や
友
人
が
突
然
、
自
分
の

目
の
前
で
意
識
を
無
く
し
た
り
、

事
故
に
あ
っ
た
時
あ
な
た
は
ど
う

し
ま
す
か
。

　

荒
尾
消
防
署
で
は
、
尊
い
生
命

を
救
う
た
め
の
救
命
手
当
を
一
人

で
も
多
く
の
方
に
覚
え
て
頂
く
た

め
に
、
救
命
手
当
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。
な
お
、
修
了
さ
れ
た
方

に
は
、
修
了
証
カ
ー
ド
を
発
行
し

ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
と　

き　

７
月
15
日
㈰　

午
前

９
時
か
ら
正
午

■
と
こ
ろ　

荒
尾
消
防
署
会
議
室

■
内　

容　

普
通
救
命
講
習（
心
肺

蘇
生
法
、
異
物
除
去
法
、
緊
急

時
の
応
急
手
当
な
ど
）

■
募
集
人
数　

30
人（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
費　

用　

無
料（
テ
キ
ス
ト
も
無

料
）

■
そ
の
他

　
　

既
に
こ
の

講
習
会
を
受

講
さ
れ
た
方

は
、
修
了
証
カ
ー
ド
を
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

荒
尾

消
防
署
救
急
係（
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１
１
２

　

１
）

犬や猫を飼っているみなさんへ

飼い主がわかるようにしま
しょう！
　鑑札や名札を付け、飼い主や
連絡先がわかるようにしましょ
う。万が一、いなくなった場合
は、飼い主の責任においてすぐ

に探し出しまし
ょう。役場や、
有明保健所にも
問い合わせてお
きましょう。

犬の放し飼いはやめましょ
う！
　最近、飼い犬が人に咬み付く
事故（咬傷事故）が多く発生し
ています。小さい犬や家族には
おとなしい犬でも、怖がる人は
たくさんいます。また気付かな
い間に、ご近所に迷惑をかけて
いることもあります。散歩の時
や夜間も必ずつなぎ、飼い主と
して責任を持った行動を心掛け
ましょう。

犬・猫の習性などを理解し、
正しく飼いましょう！
　犬やねこのそれぞれの習性や
行動をよく知り、十分な運動や
清潔さを保ち、ストレスがたま
らないようにしましょう。

ふんの後始末は飼い主の責任です！
　犬やねこのふんにより、公
園や砂場、ご近所の庭や畑が
汚されています。散歩の時は、
ふんの後始末ができるものを
持って行き、必ず持ち帰って
処理しましょう。自宅の前な
どにふんがあったら、嫌な気
持ちがするのは誰でも同じで
す。あなた（飼い主）のモラル
が問われています。

生涯１回の犬の登録と毎年１回の狂犬病
予防注射を受けさせましょう！
　狂犬病は恐ろしい病気の１つで、犬にも人に
も感染する病気です。現在、日本国内で狂犬病
が発生した事例はありませんが、ほとんどの国
では今でも発生し、多くの尊い命が失われてい
ます。外国との交流がますます盛んになってお
り、いつ狂犬病が侵入しないとも限りません。
　あなたの犬、家族、地域の人達の安全を守る
ため、狂犬病予防注射は必ず受けさせましょう。

■問い合せ　住民環境課（内線 131・132）、有明保健所（  72 2184）



1213

幼
児
親
子
料
理
教
室
参

加
者
募
集

〜
夏
休
み
の
一
日
を
、
親
子
料
理
教

室
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
せ
ん
か
〜

■
と　

き　

８
月
12
日
㈰　

午
前

10
時
〜
午
後
１
時

■
と
こ
ろ　

す
こ
や
か
館（
調
理

室
）

■
募
集
人
数　

町
内
の
３
歳
か
ら

６
歳
の
親
子
12
組
程
度

■
参
加
費　

一
家
族
５
０
０
円

■
申
込
締
切　

７
月
23
日
㈪

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

長
洲

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
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４
１
０
０
）

食
育
子
ど
も
特
派
員
募
集

　

熊
本
県
で
は
、「
食
」
に
関
心
の

あ
る
小
中
学
生
の「
食
育
子
ど
も
特

派
員
」を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

■
応
募
方
法　

申
込
書（
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
福
祉
保
健

介
護
課
、
す
こ
や
か
館
に
用
意

し
て
い
ま
す
）ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
、

住
所
・
氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・

自
宅
の
電
話
番
号（
可
能
な
人
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
ご
記
入
く
だ
さ
い
）、
保
護
者

の
氏
名
、
特
派
員
と
し
て
や
っ

て
み
た
い
こ
と
を
書
い
て
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
数　

２
０
０
人（
低
学
年

の
人
は
家
族
と
一
緒
に
申
込
み

可
）

■
募
集
締
切　

７
月
31
日
㈫

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

〒

８
６
２―

８
５
７
０　

熊
本
県
庁

食
の
安
全
・
消
費
生
活
課（

０
９
６
・
３
３
３
・
２
２
８
９
）

く
ま
も
と
食
育
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
募
集

　

熊
本
県
で
は
、「
食
」
の
大
切
さ

を
実
感
し
、
適
切
な
食
生
活
を
推

進
す
る
た
め
に
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
食
育
の
取
り
組
み
が
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
、
親
し
み
や
す
い
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
方
法　

縦
横
15
㎝
の
枠
の

中
に
デ
ザ
イ
ン
を
描
き
、
余
白

に
作
品
の
説
明
、
郵
便
番
号
、

住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切　

７
月
20
日
㈮

■
表　

彰　

○
最
優
秀
賞（
１
作

品
）３
万
円
相
当
の
記
念
品　

○

優
秀
賞（
２
作
品
）
１
万
円
相
当

の
記
念
品

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ

　

〒
８
６
２―

８
５
７
０　

熊
本
県

庁
食
の
安
全
・
消
費
生
活
課（

０
９
６
・
３
３
３
・
２
２
８
９
）、

電
子
メ
ー
ルsyoku-iku@

pref.

　

kum
am

oto.lg.jp

）

中
級
簿
記
講
座
受
講
者
募
集

　

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー
事
業
の
一
環
と
し
て
母
子

家
庭
の
自
立
促
進
を
図
る
た
め
に

簿
記
講
座
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
と　

き　

８
月
２
日
か
ら
11
月

22
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
、
午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
と
こ
ろ　

県
庁

■
定　

員　

20
人
程
度

■
資　

格　

次
の
い
ず
れ
も
満
た

す
方

①
母
子
家
庭
の
母
又
は
寡
婦

②
就
業
の
た
め
簿
記
習
得
の
必
要

の
あ
る
方
で
、
講
習
の
全
日
程

に
出
席
で
き
る
方

③
日
商
簿
記
３
級
の
有
資
格
者
及

び
そ
れ
に
準
ず
る
方

■
受
講
料　

無
料（
た
だ
し
、
テ
キ

ス
ト
代
・
資
格
検
定
料
は
別
途
負

担
。）

■
申
込
締
切　

７
月
13
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

子
育
て

支
援
課（
内
線
１
８
１
・
１
８
２
）

放
送
大
学
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ（
ス
カ
イ
パ

ー
フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ
！
）
を
利
用
し
て
授

業
を
行
う
正
規
の
大
学
で
す
。

■
募
集
期
間　

６
月
15
日
〜
８
月

15
日

【
教
養
学
部
】

①
全
科
履
修
生（
４
年
以
上
在
学
し
、

学
士
を
目
指
す
学
生
）

②
選
科
履
修
生（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

③
科
目
履
修
生（
６
ヵ
月
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
履
修
）

＊
人
文
・
社
会
・
自
然
・
産
業
な
ど

幅
広
い
分
野
の
科
目（
約
３
０
０

科
目
）か
ら
学
べ
ま
す
。

＊
短
期
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
か
ら

３
年
次
編
入
学
が
で
き
ま
す
。

（
全
科
履
修
生
）

＊
15
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も

選
科
・
科
目
履
修
生
に
入
学
で
き

ま
す
。

【
大
学
院
】

①
修
士
選
科
生（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

②
修
士
科
目
生（
６
ヵ
月
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

＊
18
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も

入
学
で
き
ま
す
。

※
教
養
学
部
・
大
学
院
共
に
入
学
試

験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

放
送

大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー
（

０
９
６
・
３
４
１
・
０
８
６
０
）

町
営
住
宅
井
樋
内
団
地
入
居
者
募
集

　

町
で
は
、
町
営
住
宅
井
樋
内
団

地
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

■
入
居
資
格

　

次
の
①
か
ら
⑤
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
方
。

①
町
内
に
居
住
、
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
方
。

②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族（
婚
約
者
も
含

む
）が
い
る
方
。

　

た
だ
し
、
次
の
各
号（
イ
）
か
ら

（
リ
）（
た
だ
し
、
身
体
上
又
は
精
神

上
著
し
い
障
害
が
あ
る
た
め
に
常

時
の
介
護
を
必
要
と
し
、
か
つ
、

居
宅
に
お
い
て
こ
れ
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ず
、
又
は
受
け
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

は
除
く
）に
該
当
す
る
方
は
、
単
身

で
も
構
い
ま
せ
ん
。

（
イ
）
60
歳
以
上（
受
付
最
終
日
時
点

で
の
満
年
齢
）の
方
。

（
ロ
）
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら

４
級
ま
で
の
交
付
を
受
け
得
る

程
度
の
障
害
の
方
。

（
ハ
）
精
神
保
健
福
祉
手
帳
又
は
療

育
手
帳
の
交
付
を
受
け
得
る
程

度
の
障
害
の
方
。

（
ニ
）
戦
傷
病
者
特
別
保
護
法
第
２

条
第
１
項
に
規
定
す
る
戦
傷
病

者
で
そ
の
障
害
の
程
度
が
恩
給

法
別
表
第
１
号
表
の
２
の
特
別

項
症
か
ら
第
６
項
症
ま
で
又
は

表
の
３
の
第
１
款
症
で
あ
る
方
。

（
ホ
）
原
子
爆
弾
被
爆
者
の
方
で
厚

生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
て

い
る
方
。（
医
療
特
別
手
当
証
書

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
）

（
ヘ
）
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護

者（
生
活
保
護
受
給
者
）の
方
。

（
ト
）海
外
か
ら
の
引
き
揚
げ
者
で
、

本
邦
に
引
き
揚
げ
て
き
た
日
か

ら
５
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方
。

（
チ
）
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
居
者

等
。

（
リ
）
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
又
は
婦
人
保
護
施
設
に
お

い
て
保
護
を
受
け
た
後
５
年
以

内
の
被
害
者
又
は
、
配
偶
者
に

対
し
裁
判
所
か
ら
接
近
禁
止
命

令
又
は
退
去
命
令
が
出
さ
れ
た

後
５
年
以
内
の
被
害
者
。

※(

ロ)

か
ら(

リ)

に
該
当
す
る
方

は
、
入
居
申
込
み
時
に
証
明
す
る

手
帳
や
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

③
１
ヵ
月
あ
た
り
入
居
者
全
て
の

所
得
の
合
計
が
、
扶
養
控
除
等

を
し
た
後
、
20
万
円
以
下
で
あ

る
世
帯
。
た
だ
し
、
高
齢
者
・
障

害
者
等
の
世
帯
に
つ
い
て
は
、

26
万
８
千
円
以
下
で
す
。

④
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
。

⑤
諸
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。

■
団
地
名
及
び
募
集
戸
数　

井
樋

内
団
地（
２
階
建
て
）　

１
戸

■
供
給
場
所　

長
洲
町
大
字
長
洲

２
４
１
番
地（
出
町
区
）

■
規
格
及
び
建
設
年
度　

簡
易
耐

火
構
造
２
階
建
て　

６
畳
２

間
、
４
畳
半
１
間（
３
Ｄ
Ｋ
・

59
・
23
㎡
）　

昭
和
52
年
度
建
設

■
家
賃
（
敷
金
）

　

平
成
19
年
度
家
賃
は
、
入
居
予

定
者
の
所
得
に
応
じ
て
決
定
し

た
額
で
す
。
１
２
、５
０
０
円
か

ら
２
０
、７
０
０
円
ま
で
の
額
で

す
。（
敷
金
は
決
定
し
た
家
賃
の

３
ヵ
月
分
で
す
。）

■
受
付
期
間　

７
月
４
日
㈬
か
ら

７
月
18
日
㈬
ま
で
の
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で（
土
日
、

祝
日
を
除
く
）

■
必
要
書
類　

（
ア
）町
営
住
宅
入
居
申
込
書（
建
設

課
で
配
付
）

（
イ
）住
民
票（
入
居
希
望
者
全
員
が

記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

（
ウ
）
家
族
全
員
分
の
記
載
さ
れ
た

平
成
18
年
分
の
所
得
証
明
書（
平

成
19
年
１
月
１
日
現
在
の
住
所

地
で
発
行
で
き
ま
す
）。
な
お
、

平
成
19
年
以
降
に
仕
事
を
変
わ

ら
れ
た
り
、退
職
さ
れ
た
場
合
は
、

入
居
資
格
・
家
賃
に
影
響
し
ま
す

の
で
申
込
み
の
際
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

（
エ
）納
税
証
明
書（
納
税
義
務
の
あ

る
入
居
希
望
者
全
員
の
も
の
）

（
オ
）
婚
約
中
の
方
に
つ
い
て
は
婚

約
証
明
書
、
寡
婦
ま
た
は
寡
夫

に
つ
い
て
は
戸
籍
謄
本
を
そ
れ

ぞ
れ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
入
居
時
期　

８
月
初
旬
以
降
の

予
定

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

建
設

課（
内
線
２
４
１
・
２
４
２
）

開催期日：平成20年 9月20日㈯・21日㈰
会　　場：玉名郡市内の各会場

　玉名郡民体育祭事務局では、玉名市・玉名郡の共同開催として行わ
れる玉名県体にふさわしい、明るい“たまな”をイメージした作品を募
集します。
■応募対象者　玉名郡市内の住民、または郡市内に通勤通学をしてい
る人
■応募方法　応募用紙は自由です。ただし、作品は自作で未発表のも
のに限ります。作品には①住所、②氏名、③年齢、④電話番号、⑤
所属（学校名など）⑥作品の簡潔な説明を記入してください。

【スローガンの参考例】
　第 62回県体　絆を深め　未来へつなぐ宇城県体
　第 53回県体　最高の力と技と感動を　共に競おう　玉名郡県体（玉名郡大会）
■応募締切　７月 31日㈫必着
■表　彰　最優秀賞（各部門１点）　賞状及び賞品３万円相当、優秀賞
（各部門５点）　賞状及び賞品１万円相当
■その他　発表は９月以降とし、当選者本人に通知するほか、各市町
の広報誌に掲載します。
■申し込み・問い合せ　〒 865-0023　玉名市大倉 1144番地　玉名市
総合体育館内玉名県民体育祭事務局（  71 0155）、総合スポーツセ
ンター（  78 4777）

スローガン・シンボルマーク・ポスター募集
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く
ら
し
の

税
情
報

税
金
で　

守
っ
て
い
こ
う
豊
か
な
暮
ら
し

作　上原衣津美さん

（平成 18年度腹栄中卒業生）
※平成 18年度中学生の
　「税に関する標語」
　募集作品「優秀賞」

国
民
健
康
保
険
税

■
ご
相
談
・
問
い
合
せ

　

税
務
課(

内
線
１
５
０

　

〜
１
５
５)

　

国
民
健
康
保
険
税（
以
下「
国
保

税
」）は
、国
民
健
康
保
険（
以
下「
国

保
」）
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
医
療
費

に
あ
て
ら
れ
る
貴
重
な
税
金
で
す
。

　

加
入
者
の
皆
さ
ん
が
国
保
税
を

出
し
合
う
こ
と
で
、
病
気
や
け
が

を
し
た
時
で
も
安
心
し
て
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
出
来
る
の
が
国
保

制
度
で
す
。

■
国
保
税
の
し
く
み

　

国
保
税
の
１
年
間
の
保
険
税
は
、

所
得
割
、
資
産
割
、
均
等
割
、
平

等
割
の
４
つ
の
項
目
を
も
と
に
算

出
し
、
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
40
歳
以
上
の
人
は
介
護

保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で（
生
活
保
護
受
給
者
を
除

く
）、
40
歳
以
上
か
ら
65
歳
未
満
の

人
は
、
国
保
税
の「
医
療
分
」に「
介

護
保
険
料
」を
合
わ
せ
た
分
が
国
保

税
と
な
り
ま
す
。

■
国
保
税
の
納
め
か
た

●
40
歳
未
満
の
方

　

国
保
税
の
う
ち「
医
療
分
」
の
み

納
め
ま
す
。

●
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

　

国
保
税「
医
療
分
」に「
介
護
保
険

分
」
を
合
わ
せ
て
、
ひ
と
つ
の
国
保

税
と
し
て
納
め
ま
す
。

●
65
歳
以
上
の
方

　

国
保
税
の「
医
療
分
」と「
介
護
保

険
分
」は
別
々
に
納
め
ま
す
。
こ
の

時
、
介
護
保
険
料
は
原
則
と
し
て

年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

税のミニ知識（国民健康保険税）
～国保税と医療費～

　過去３年間の一人当たりの国保税と医療費の推移（下表）では、特に医療費が年々増加しています。
　平成 18年度では、一人当たりの国保税額と医療費の差額は 352,386円と医療費が大きく上回っています。

　国保税は、その年に予測される医療費から、
私たちが病院で支払う一部負担金や国などから
の補助金を差し引いた分が国保税となります。
　長洲町では、国保が負担する医療費の財源の
うち、国保税が約 35％近くを占めています（平
成 18年度）。そのため、一人でも国保税を納め
ないでいると、国保の財源が不足し、結果的に
きちんと納めている人の負担が大きくなってし
まいます。
　国保税は自分のため、みんなのために必ず納
めるとともに、少しでも医療費が少なくなるよ
う健康管理に心がけましょう。

■
年
度
途
中
の
加
入
・
脱
退
の
国

保
税
の
取
扱
い

　

月
割
計
算
で
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。【途中で加入した場合】

年間国保税×加入した月から３月までの月数

12

【途中で脱退した場合】

年間国保税×脱退した前月までの月数

12

区　分 ①医療分 ②介護保険分
＊40歳以上 65歳未満の人のみ

所得割 （総所得金額－ 33万円）×税率（6.96％）（総所得金額－ 33万円）×税率（0.90％）

資産割 固定資産税×税率（50%） 固定資産税×税率（6.2%）

均等割 被保険者１人あたり 22,600円 被保険者 1人あたり 6,200円

平等割 １世帯あたり 23,000円 １世帯あたり 3,700円

最高限度額 56万円 ９万円

※①医療分＋②介護保険分＝１年間の国保税

長
洲
町
税
条
例
等
改
正
の
お
知
ら
せ

　

平
成
19
年
度
、
地
方
税
法
の
改

正
に
伴
い
、
長
洲
町
税
条
例
等
の

改
正
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
身
近
な
も
の
の
改
正
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に

よ
る
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置

　

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

22
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
一

定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
が
行
わ

れ
た
住
宅
に
つ
い
て
は
、
改
修
住

宅
の
１
０
０
㎡
相
当
分
に
係
る
翌

年
度
の
固
定
資
産
税
額
を
３
分
の

１
減
額
す
る
措
置
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

■
対
象
住
宅　

平
成
19
年
１
月
１

日
以
前
か
ら
存
在
し
、
次
の
い

ず
れ
か
の
人
が
居
住
す
る
住
宅

①
65
歳
以
上
の
人（
改
修
工
事
が
完

了
し
た
年
の
翌
年
の
１
月
１
日

現
在
日
）

②
要
介
護
認
定
又
は
要
支
援
認
定

を
受
け
て
い
る
人

③
障
害
者

■
改
修
工
事
の
内
容

①
廊
下
の
拡
幅

②
階
段
の
勾
配
の
緩
和

③
浴
室
の
改
良

④
便
所
の
改
良

⑤
手
す
り
の
取
付
け

⑥
床
の
段
差
の
解
消

⑦
引
き
戸
へ
の
取
替
え

⑧
床
表
面
の
滑
り
止
め
化

■
工
事
費　

補
助
金
等
を
除
く
自

己
負
担
が
30
万
円
以
上

■
減
額
時
期　

改
修
工
事
が
完
了

し
た
年
の
翌
年
度
分
の
固
定
資

産
税

■
減
額
率　

改
修
住
宅
の
１
０
０

㎡
相
当
分
に
係
る
固
定
資
産
税

を
１
／
３
減
額

■
手
続
き　

改
修
後
３
ヵ
月
以
内

に
、
税
務
課
備
え
付
け
の
申
請

書
に
工
事
明
細
書
、
写
真
な
ど

の
関
係
書
類
を
添
付
し
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度

額
の
引
き
上
げ

　

国
民
健
康
保
険
税
の
医
療
分
の

課
税
限
度
額
は
、
平
成
18
年
度
ま

で
は
53
万
円
で
し
た
が
、
平
成
19

年
度
か
ら
56
万
円
に
見
直
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
課
税
限
度
額
は
、
平
成
９

年
度
で
53
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
今
回
は
10
年
目

の
見
直
し
と
な
り
ま
す
。

玉
名
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

所
得
税
の
予
定
納
税
（
第
１
期

分
）に
つ
い
て

　

平
成
19
年
分
の
所
得
税
の
予
定

納
税
第
１
期
分
の
納
期
限
は
、
７

月
31
日
㈫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

予
定
納
税
が
必
要
な
方
に
は
、

税
務
署
か
ら
６
月
中
旬
に
、「
予
定

納
税
額
の
通
知
書
」を
お
送
り
し
て

い
ま
す
の
で
、
通
知
書
に
記
載
さ

れ
た
第
1
期
分
の
金
額
を
期
限
内

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
予
定
納
税
は
、
前

年
分
の
所
得
税
額
を
基
に
計
算
し

て
あ
り
ま
す
が
、
事
業
な
ど
を
廃

業
し
た
り
災
害
で
財
産
に
損
害
を

受
け
た
り
し
て
、
本
年
分
の
納
税

額
が
前
年
分
よ
り
減
少
す
る
と
見

込
ま
れ
る
方
は
、
７
月
17
日
㈫
ま

で
に
予
定
納
税
の
減
額
承
認
申
請

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

予
定
納
税
や
減
額
承
認
申
請
の

こ
と
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

個
人
課
税
部
門（

72 

２
１
２
７
）

消
費
税
納
税
資
金
の
準
備
を
！

　

納
税
は
社
会
の
基
本
的
な
ル
ー

ル
で
す
。

　

特
に
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
は
、
消
費
者
か
ら
の「
預
り
金
的

な
性
格
」を
有
す
る
税
金
で
す
の
で
、

期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
資
金
の
準
備
に
あ
た
っ
て
は
、

毎
日
又
は
毎
月
の
売
上
げ
の
中
か

ら
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に

相
当
す
る
分
を
積
み
立
て
る
な
ど
、

日
頃
か
ら
納
税
資
金
の
準
備
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
期
限
内
に
納
付
が
な
い

場
合
に
は
、
本
税
の
ほ
か
、
完
納

の
日
ま
で
の
延
滞
税
も
あ
わ
せ
て

納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

納
税
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

管
理
徴
収
部
門（

72 

２
１
２
６
）
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中島祇園祭り
　大蛇山、踊り山、獅子山、殿様行列
が繰り出し、深夜まで歓声と太鼓、鉦

かね

、
囃子の音に包まれます。
■と　き　７月 28日㈯　午後５時～
■ところ　八

やつるぎ

剱神社周辺（西鉄天神大牟田線中島駅前）
■問い合せ　境照廣さん（  0944・76・2572）

瀬高納涼花火大会 inみやま
　約 9000発の花火がみやま市の夜空を彩ります。
■と　き　７月 20日㈮　午後８時～
※雨天延期の場合は７月 21日㈯
■ところ　瀬高橋上流付近
■問い合せ　瀬高町商工会青年部（  0944・63・8000）

第46回おおむた「大蛇山」まつり
◆大蛇山ファイアーフェスティバル（花火大会）
■と　き　７月 21日㈯
　午後８時～（雨天翌日順延）
■ところ　旧ネイブルランド跡地
　（西鉄バス大牟田営業所から徒歩 10分）
■問い合せ　大牟田観光協会（  0944・52・2212）、大牟田市
商業観光課（  0944・41・2750）
◆大正町おまつり広場行事（一万人の総踊り、祇園六山巡行・競演・鎮座、大蛇山大集合パレード等）
■と　き　７月 28日㈯・29日㈰　
■ところ　大正町おまつり広場（大牟田駅より徒歩２～３分）
■問い合せ　同まつり振興会（  0944・43・1666）、大牟田市
商業観光課（  0944・41・2750）

町内の常用求人を掲載しておりますので、ご活用ください。
受付番号 職　種 求人数 年　齢 賃　金

43040－ 2897471 船舶塗装（請負） １人 18～ 40歳 200,000～ 400,000円
43040－ 2888571 溶接工（請負） ２人 不問 180,000～ 240,000円
43040－ 2869371 塗装工（請負） １人 18～ 45歳 176,000円
43040－ 2863771 営業 １人 不問 150,000円
43040－ 2849271 製造スタッフ ２人 18～ 40歳 145,000～ 180,000円
43040－ 2847771 スタッフ補助（派遣） １人 不問 160,000～ 192,000円
43040－ 2838471 調理補助及びホールスタッフ １人 不問 120,000～ 140,000円
43040－ 2831271 アルミサッシ加工 ３人 18～ 50歳 102,604円
43040－ 2768871 准看護師 １人 18～ 50歳 177,000～ 185,000円
43040－ 2744971 溶接工（請負） ５人 18～ 50歳 161,000～ 230,000円
43040－ 2736271 工場内作業 ３人 18～ 50歳 138,000～ 161,000円
43040－ 2729971 船舶塗装工 ３人 不問 184,000～ 345,000円
43040－ 2714371 溶接工見習い（請負） ６人 18～ 25歳 161,000～ 184,000円
43040－ 2681171 溶接工及び見習い（請負） ３人 不問 176,000～ 246,400円
43040－ 2678471 船穀（せんこく）溶接（請負） ４人 18～ 34歳 160,000～ 216,000円
43040－ 2676671 タクシー乗務員 ２人 不問 140,000円
43040－ 2674071 仕上工 ３人 18～ 25歳 125,000～ 165,000円
43040－ 2656271 施設利用者の指導 １人 不問 130,000～ 160,000円
43040－ 2654771 工員（派遣） １人 不問 107,140円
43040－ 2653471 場内作業員（請負） ５人 18～ 50歳 147,890円
43040－ 2647871 機械加工 ３人 不問 137,500～ 187,500円
43040－ 2627671 溶接工 １人 不問 143,000～ 198,000円
43040－ 2603771 部品解体業務倉庫内整理 １人 40歳以下 115,000～ 184,000円
43040－ 2565471 足場職及び溶接工（請負） ３人 18～ 60歳 180,000～ 280,000円
43040－ 2496271 介護職員 ２人 18～ 45歳 112,500円
43040－ 2476571 仕上げ １人 18～ 55歳 147,200～ 161,000円
43040－ 2415371 溶接工（請負） ４人 18～ 50歳 176,000～ 211,200円
43040－ 2404971 住宅機器設備取付 １人 35歳以下 207,000円
☆掲載内容は、ほんの一部です。問い合せの際には、受付番号をお伝えください。このほかにも多数の求人がありますので、お
　早めに玉名公共職業安定所 (  72 ８６０９)へ問い合せください。掲載内容は６月 20日現在ですので、すでに採用済みになっ
　ている場合はご了承ください。
　また、毎月２回ハローワークから発行されていました「求人案内情報誌」は４月 16日号をもって終了しました。
　なお、求人情報の提供については、「ハローワーク　インターネットサービス　全国版」（http://www.hellowork.go.jp）でご覧
　になれます。

柳川市

平成 19年６月 20日現在
玉名公共職業安定所調べ

（平成 19年５月 31日受付分まで）

誕生日 出生児 性別 保護者名 行政区
4・24 近藤　充

あ つ み

実 女 了　一 古　城
4・24 桑名　凛

り ん か

華 女 徹 折　地
4・27 村井　　愛

まな
女 俊　夫 梅　田

5・5 猿渡　純
じゅんな

和 女 敦　祉 赤　田
5・5 笹原　悠

ゆうせい

聖 男 信　博 上沖洲
5・7 塩塚　友

ゆ り

里 女 孝　広 下　東
5・11 濱津　兼

け ん と

人 男 秀　德 上沖洲
5・14 上杉　　拓

たく
男 博　昭 出　町

5・18 植田　瑞
み ず き

生 男 孝　一 新　山
5・21 藤本　千

ちひろ

尋 女 謙二郎 梅　田
5・24 髙本　秀

ひ で と

仁 男 秀　和 向野北
5・24 濱津　望

の あ

有 男 健　二 上沖洲

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

【７月の予定】
と　き ところ 受付時間

７月６日㈮ 荒 尾 市 役 所
午前９時 40分～午前 11時 30分
午後０時 30分～午後３時 30分

７月 12日㈭
白　 寿　 園 午前９時 30分～午前 11時 30分
荒尾中央病院 午後１時～午後４時

７月 17日㈫
ジャスコ玉名店

午前９時 30分～午後１時
午後２時～午後３時 30分

玉 名 市 役 所
午前９時 30分～午前 11時 30分
午後０時 30分～午後３時 30分

７月 20日㈮ 荒尾シティモール
午前 10時～午前 11時 30分
午後０時 45分～午後４時
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水中運動を始めてみませんか
　高血圧、糖尿病をはじめとした生活習慣病の改善や関節痛、腰
痛などの痛みの緩和に、水中運動は非常に効果があるといわれて
います。水中運動は、泳げない人や顔を水につけられない人、ま
た腰や膝などの関節が痛くて陸上での運動ができない人にもおす
すめです。
　心もからだも軽くなりストレス解消
にもなります。
　気軽にプールへ行ってみましょう。

～水中運動を自主的に行っている　　　
　　　グループのみなさんを紹介します～

　町の『水中運動うきうき教室サポーター育成コース』を受講
したメンバーが、和気あいあいと水中運動を継続されています。
自分の健康管理はもちろんのこと、からだを動かすことの大切
さ、水中運動のよさ、楽しさを１人でも多くのみなさんに広め
ていきたいという思いで活動されています。「水中運動は始め
たいけど、どうすればいいの？」など不安に思っている方、オ
レンジ色の水泳帽子が目印のサポーターさんに気軽に声をか
けてください。一緒に水中運動を楽しみましょう！
■と　き　毎週木曜日　午前 10時～（１時間程度）
■ところ　長洲町温水プール
■内　容　準備体操、水中ウォーキング、水中エアロビクス、
　　　　　筋力トレーニングなど
■参加料　毎回 300円（温水プール入館料）　

■問い合せ　すこやか館（  65 7515）

水中運動の効果
１．水温の効果
　水中にいるだけで、体温を下げまい
とする体温調節機能が働き、簡単な運
動でもエネルギー燃焼が増大します。
２．水圧の効果
　水圧が全身にかかると血行がよくな
り、腹部が圧迫され自然と深い腹式呼
吸になることから心肺機能が向上しま
す。
３．浮力の効果
　腰や膝などの関節が痛くて運動で
きない人でも水中では体重の負担を
かけずに歩くことができます。
４．抵抗の効果
　水中ではあらゆる方向から抵抗が
かかるので、陸上に比べて筋力、バラ
ンス能力、柔軟性などのアップが期待
できます。
５．リラクセーションの効果
　水中運動は、心身ともにリラックス
して、ストレスを解消し、痛みを和ら
げます。水中浮位は、筋を弛緩させ、
リラックス効果が得られます。

みやま市

大牟田市

幻想の灯り 里山にそそぐ「和水町古墳祭」
　松明行列や卑弥呼の舞、神楽など古代の歴史
ロマンを再現。古墳の灯篭飾りは幻想的です。
■と　き　８月２日㈭　午後５時～
■ところ　肥後民家村一帯
■問い合せ　和水町経済課
（  0968・86・3111）

和水町
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７月の行事
期　日 内　　　容 場　　所

４日㈬～
25日㈬
毎週水曜日

目的別トレーニング
指導

トレーニング
室

７日㈯ 社明弁論大会・善行者表彰式 ながす未来館

８日㈰ 子ども会ソフトボール大会 総合スポーツセンター

15日㈰ 玉名郡民体育祭
（球技、格技、水泳）玉名郡内各町

22日㈰ 玉名郡子ども会球技大会 和水町

31日㈫ マリンスポーツ普及大会 Ｂ＆Ｇ艇庫

28日㈯～
30日㈪ 町長杯サッカー大会 金魚と鯉の郷広場

有明サッカー場

防ごう犯罪と非行　助けよう立ち直り

社明弁論大会
　子どもたちによる明るい社会をめざす弁論発表が行われま
す。ご家族およびご近所お誘いあわせのうえ来場ください。
（来場記念として更生保護女性会より花苗が配付されます。）
　なお、当日は善行者表彰式や広報ビデオ上映も開催されま
す。
■と　き　７月７日㈯　午前 10時～
■ところ　ながす未来館　文化ホール
■弁論発表予定者（敬称略）
　六栄小６年　：山本　万葵（向　野）
　　〃　〃　　：緒方　夢乃（向　野）
　腹赤小６年　：宮本　由来（清源寺）
　　　〃　〃　：藤江　愛実（清源寺）
　長洲小６年　：森山　早織（下　東）
　　〃　〃　　：山本惇太郎（宮ノ町）
　清里小５年　：工藤くるみ（梅　田）
　　〃　６年　：古賀　美桜（梅　田）
　腹栄中３年　：木下　歩美（平　原）
　長洲中３年　：松本　康佑（松　原）
　有明高校３年：光武磨理子（東荒神）
　玉名高校２年：松本佳寿美（松　原）
■主　催　『社会を明るくする運動』実施委員会
■後　援　長洲町・長洲町教育委員会・各協賛団体
■問い合せ　生涯学習課

六栄小学校「放課後子ども教室」が９月からスタート！

地域ボランティアを募集中

　平成 19年度より国において、「放課後子ども
プラン」に基づく「放課後子ども教室推進事業」
が創設されました。
　「放課後子ども教室推進事業」とは、すべての
子どもを対象とし、安全・安心な子どもの活動
拠点（居場所）を設け、地域の方々の参画を得て、
子どもたちと共に勉強やスポーツ・文化活動、
地域住民との交流活動等の取組を推進する事業
です。 
　長洲町においても、本年度は六栄小学校をモ
デル指定校として、安全・安心に子どもたちが
様々な体験活動や地域住民との交流活動のでき
る活動拠点（居場所）を整備し、放課後に、地域
のボランティアの方々のご協力をいただき、本
年９月より毎週水曜日と金曜日の２回、「放課後
子ども教室推進事業」を実施いたします。
　つきましては、この事業に協力していただけ
る地域ボランティアの方々を次のとおり募集し
ます。

週末、何してる？ 君も仲間に !!

ボーイスカウト
活動写真展

　ボーイスカウト長洲第１団では、ボ
ーイスカウト運動を広く知っていただ
くため、日ごろの活動の様子を撮影し
た写真展を次のとおり開催します。
　お気軽にご来場ください。
◇と　き　７月１日㈰～
　　　　　　　　７月８日㈰
◇ところ　ながす未来館　ロビー
◇問い合せ
　団 本 部：中島　巌（  78５９５３）
　団事務局：福島正照（  78４０９７）

■対象者　六栄小学校の放課後において、子ども
たちに対して、遊びや文化活動・スポーツ活動
等を指導またはそのお手伝いをしていただける
町内在住の方（大学生以上）。
■活動日
　毎週水曜日（午後３時 30分～４時 15分）
　毎週金曜日（午後３時 30分～５時）
※毎回活動いただけない方でも結構です。ご希望
の日でのご協力をお願いいたします。なお、水
曜日（午後４時 15分～５時）には学校の先生を
中心としての学習支援活動も実施されます。
■募集期間　７月 13日㈮まで
　　　　　　※期間終了後も随時募集します。
■申し込み・問い合せ　生涯学習課

中央公民館輝き講座「ハガキ絵教室」参加者募集

　最近はパソコンなどでの作製が主流となった暑中
見舞いや年賀状。でも、手書きの良さはその温かみ
や気持ちがより一層送る相手に通じます。そんなハ
ガキにちょっとしたイラストなどを添えるとさらに
効果は倍増！絵に自信がない方もお待ちしてます。
■と　き　７月 13日～３月 28日の
　毎月第２･第４金曜日　午後１時 30分～３時
■ところ　長洲町中央公民館（研修室）

■参加対象　一般（定員：18名）
■受講料　無　料
■持参品　既にお持ちの道具で結構です。
　鉛筆や白い用紙（チラシの裏紙など）があれば始
められます。
■指導者　佐藤良子氏（立野区）
■申し込み　７月 12日㈭までに中央公民館（生涯
　学習課）へ！

水中エアロビクス教室　参加者募集
～水の中でリフレッシュしてみませんか～

　泳ぎの不得意な人も、水に親しみながら、健康促進、ストレス解
消を目的とした教室です。
★と　き　７月 23日㈪～８月 27日㈪　計 10回
　　　　　毎週　月曜日・水曜日　午後７時 30分～８時 30分
　　　　　※８月 15日㈬は休校します。
★ところ　長洲町屋内温水プール
★対象者　長洲町在住の高校生以上の方　
★指導者　藤山みどりダンススタジオ
　　　　　　　（厚生大臣認定健康運動指導士）
★参加費　無料（但し、入場券または回数券をご購入ください）
★申込期限　７月 13日㈮まで
★申し込み・問い合せ　総合スポーツセンター
※スポーツセンター内事務所にある参加申込書にご記入ください。

臨時休館のお知らせ
　総合スポーツセンター高圧地下
ケーブル取替修繕のため、次の期
日におきまして関係施設を臨時休
館いたします。
　利用者の皆様には大変ご迷惑を
お掛けしますが、ご協力をお願い
いたします。
◆休 館 日　７月 15日㈰
◆休館施設
総合スポーツセンター全施設
（体育館、武道場、トレーニン
グ室、グラウンド、テニスコー
ト、室内温水プール、弓道場）
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日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

７月の休館日のお知らせ（○印が休館日）

月／日（曜） 催　し　物 問い合せ窓口 開場／開演～終演 対象者

７／７㈯ 社会を明るくする運動弁論大会
生涯学習課

（  78００５３）
９：30／ 10：00～ 無　　料

７／15㈰ ピアノ発表会「音のおもちゃ箱」
島村　千種さん

（  090・3077・9688）
未　　定 無　　料

7／20㈮
～ 22㈰ 優秀映画鑑賞推進事業 右ページをご参照ください。

7／ 21㈯ 長洲町童話発表大会
生涯学習課

（  78００５３）
9:00／ 9:30～ 無　　料

7／ 27㈮
Foyer Friday Night Acoustic 
Concert in NAGASU Vol.2

生涯学習課
（  78００５３）

19:00～ 無　　料

※都合により変更となる場合がありますので主催者にご確認ください。

ながす未来館文化ホール　７月の催し物案内
ながす未来館（　　２００５）69

■問い合せ　生涯学習課（  78００５３）・ながす未来館（  69２００５）・長洲町図書館（  69２０６０）

劇団文学座「お～い幾多郎」
長洲町合併50周年記念・ながす未来館開館10周年記念事業

　文化勲章の受章者、哲学者・西田幾多郎博士の青年
教師時代の物語。日々の暮らしに苦闘しながら、家計
をやりくりして研究にいそしむ姿。西田家の人々が織
りなす笑いと涙のヒューマンドラマです。金沢市民芸
術村から生まれた傑作を文学座バージョンでお楽しみ
ください !
◇と　き　９月 13日㈭　開場 18：30／開演 19：00～
◇会　場　ながす未来館文化ホール
◇入場料　2,000円（全席指定）

◇プレイガイド　ながす未来館・花いっぱいの地球村・荒尾総合文化センター・玉名市民会館・
　　　　　　　　大牟田文化会館
◇主　催　ながす未来館自主事業実行委員会・長洲町・長洲町教育委員会

九
州
＆
山
口　

家
族
で
泊
ま
り

た
い
公
共
の
宿

九
州
人
‥
編

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
や
受
け
入
れ
態

勢
が
整
っ
て
い
て
、
な
お
か
つ
温
泉
や
レ
ジ
ャ
ー
、

ス
ポ
ー
ツ
、
各
種
体
験
教
室
、
ま
た
は
周
辺
観
光
な

ど
が
楽
し
め
る
九
州
と
山
口
の
公
共
の
宿
１
０
４

軒
を
紹
介
。
デ
ー
タ
‥
２
０
０
７
年
３
月
現
在
。

食
品
工
場
の
品
質
管
理

河
岸　

宏
和
‥
著

　

多
発
す
る
食
品
会
社
の
事
件
や
事
故
。
な

ぜ
食
品
事
故
は
な
く
な
ら
な
い
の
か
？
今
求

め
ら
れ
る
食
品
工
場
の
品
質
管
理
と
は
？「
農

場
か
ら
フ
ォ
ー
ク（
製
造
か
ら
食
卓
）ま
で
」

の
品
質
管
理
を
追
求
し
、
実
践
的
な
効
果
の

あ
が
る
手
法
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
解
説
す
る
。

鹿
男
あ
を
に
よ
し

万
城
目　

学
‥
著

　
「
さ
あ
、
神
無
月
だ
ー
。
出
番
だ
よ
、

先
生
」
２
学
期
限
定
で
奈
良
の
女
子
校

に
赴
任
し
た
28
歳
の「
お
れ
」。
ち
ょ
っ

ぴ
り
神
経
質
な
彼
に
下
さ
れ
た
、
空
前

絶
後
の
救
国
司
令
と
は
!?
ユ
ー
モ
ア
が

ち
り
ば
め
ら
れ
た
渾
身
の
書
き
下
ろ
し
。

蛇
は
嗤
う

ス
ー
ザ
ン
・
ギ
ル
ラ
ス
‥
著

文
月　

な
な
‥
訳

　

家
庭
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
逃
れ
、
モ
ロ
ッ
コ
に
や
っ
て

き
た
ラ
イ
ア
ン
。
傷
つ
い
た
心
を
癒
す
間
も
な
く
、
異

国
に
渦
巻
く
陰
謀
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
。
そ
し
て
第

１
の
犠
牲
者
が
…
。
ラ
イ
ア
ン
と
友
人
ゴ
ー
ド
ン
警
部

は
、
狡
猾
に
立
ち
回
る
犯
人
と
対
峙
す
る
が
…
？

海
と
親
し
も
う 

伊
藤　

勝
敏
‥
著

　

干
潟
や
潮
溜
り
へ
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

海
中
写
真
家
の
著
者
が
、
安
全
で
楽
し
い

海
と
の
つ
き
あ
い
方
を
手
ほ
ど
き
し
ま
す
。

ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
、
ウ
ミ
ウ
シ
、
サ
ン
ゴ
、

ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
な
ど
写
真
満
載
で
す
。

ト
マ
ト
ひ
め
の
か
ん
む
り

真
木　

文
絵
‥
作

石
倉　

ヒ
ロ
ユ
キ
‥
絵

　

大
き
な
ト
マ
ト
の
株
の
根
元
に
、
緑
色
の
ま
だ
小

さ
く
て
か
た
い
ト
マ
ト
が
立
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
た

り
を
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
見
回
し
な
が
ら
、
何
か
を
探
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
野
菜
嫌
い
の
お
子
さ
ん
が
、
野

菜
に
親
し
む
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
絵
本
。

 

今
月
の
読
書
会

■
と　

き　

７
月
14
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

未
来
館
研
修
室

■
テ
ー
マ　
「
高
橋　

治
」

■
主
な
著
書

　
『
派
兵
』『
絢
爛
た
る
影
絵
』『
秘
伝
』
な
ど

 

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

『
長
洲
町
童
話
発
表
大
会
の
お
知
ら
せ
』

　

町
内
の
小
学
校
よ
り
12
人
の
代
表
が
練
習
の
成

果
を
発
表
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご
入
場
で
き
ま

す
。
発
表
終
了
後
に
、
お
は
な
し
会
も
あ
り
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
発
表
を
聞
き
に
、
ぜ
ひ
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

◇
と　

き　

７
月
21
日
㈯　

９
時
30
分
開
演　

◇
と
こ
ろ　

な
が
す
未
来
館
文
化
ホ
ー
ル

『
七
夕
貸
出
の
お
知
ら
せ
』

　

７
月
７
日
の
七
夕
の
日
に
、
年
に
一
度
だ
け
開
館

時
間
を
１
時
間
（
午
後
７
時
ま
で
）
延
長
し
ま
す
。

　

多
く
の
方
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 

夏
の
お
は
な
し
会

■
と　

き　

７
月
７
日
㈯　

午
前
10
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

未
来
館
研
修
室

発売中！

優秀映画鑑賞推進事業 なつかしの“名作映画”を楽しもう！ 期間中全部観ても５００円

7/22㈰
7/21㈯

7/20㈮
この日は･･･
一挙４作品上映！

１．『嵐を呼ぶ男』
　10：00～ 11：40
２．『人生劇場
　　飛車角と吉良常』
　13：00～ 14：49
３．『沓掛時次郎
　　　遊侠一匹』
　15：00～ 16：30
４．『悪名』
　17：00～ 18：34

１．沓掛時次郎　遊侠一匹
　13：00～ 14：30
２．悪名
　15：00～ 16：34

『沓掛時次郎
　　　遊侠一匹』
（1966年　東映）
出演：中村錦之助、
池内淳子、渥美清　
他

『悪名』
（1961年　大映）
出演：勝新太郎、
田宮二郎、中村玉緒、
水谷良重　他

１．嵐を呼ぶ男
　13：00～ 14：40
２．人生劇場飛車角と吉良常
　15：00～ 16：49

『嵐を呼ぶ男』
（1957年　日活）
出演：石原裕次郎、
北原三枝、岡田眞澄、
芦川いづみ　他

『人生劇場
飛車角と吉良常』
（1963年　東映）
出演：鶴田浩二、藤
純子、高倉健、松方
弘樹　他

◇と　き　７月 20日㈮～ 22日㈰
◇会　場　ながす未来館文化ホール　　◇入場料　５００円（３日間通し券）
◇プレイガイド　ながす未来館・花いっぱいの地球村・荒尾総合文化センター・玉名市民会館
◇主　催　ながす未来館自主事業実行委員会・長洲町・長洲町教育委員会・文化庁・東京国立近代美術館フィルムセンター
◇協　力　コミュニティーシネマ支援センター

Foyer Friday Night Acoustic Concert in NAGASU Vol.2
　ＫＡＺＵＭＡＳＡ　ＢＡＮＤ演奏のピアノ＆
ギターによる 70年代～ 80年代の歌と話のフォ
ークコンサートです。一緒に口ずさみながらで
も、思い出の一つにしてください。
◇と　き　７月 27日㈮　19：00より
◇会　場　ながす未来館ホワイエ（ロビー）
◇ 入場無料　気軽にお立ち寄りください。

◇出　演　KAZUMASA BAND With Friends
◇主　催　ＴＬＭ 　◇共　催　ながす未来館自主事業実行委員会
◇技術協力　㈲トライアングル  ステージ　◇アーティスト協力　ＴＬＭ
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鳴尾　駿一ちゃん
しゅんいち

パパ　英　一さん
ママ　元　子さん〈宮　崎〉

　我が家のオアシス駿一です。あなたの笑顔で癒さ
れます。新しく出会ったものに興味津々。思いやり
のある逞しい男の子に育ってね。

宮村　亜未ちゃん
あ　み

パパ　秀　孝さん
ママ　美　香さん〈新　山〉

　いつもお姉ちゃんの後をついて行くお姉ちゃん大
好きなあみちゃん。これからも姉妹仲良くしてほし
いです。

北野　朱夏さん 長洲小３年〈下東〉
　好きな科目は、体育です。２年生の時から、スイミ
ングを習っています。今は授業でもクロールの練習
を頑張っています。将来は、獣医になりたいです。

あやか

たくま

 野菜の摂取について「健康ながす21プラ
ン」では、“20～ 40歳代男性で野菜をほと
んど食べない人を減らす（10.6％→ 9.0％
以下）”とうたわれています。また「健康日
本21」では、１日350ｇ摂取を目標値にし
ていますが、中間評価では267ｇしか摂取
できていません。ビタミン・ミネラル補給
のため野菜摂取につとめましょう。

　アサリには不足すると貧血の原因になるビタミンＢ12
などの成分が含まれて肝臓の強化にも効果的です。良質の
たんぱく質も含み、タウリンは血液中の余分なコレステロー
ルを排出して、血液をさらさらにしてくれますので、動脈
効果の予防になります。
　アサリは、模様がはっきりしていて、口をしっかり閉じ
ているもの、模様がぼやけているものや色が全体的に茶色っ
ぽくなっているものは、鮮度が落ちていると思われます。

〔作り方〕
①切り干し大根は洗って水にもどし、絞って食べやすい
長さに切る。
②アサリのむき身はふり洗いして水けをきり、鍋に酒とと
もに入れ、炒る。
③小松菜はゆでて長さ3㎝に切る。
④①と③を合わせ、②の汁で下味をつけて軽く絞る。
⑤ごまをすって、他の調味料を合わせ、アサリと④を和
える。

〔材料（２人分）〕
●切り干し大根　 　　10ｇ
●アサリのむき身　　 50ｇ
●酒　　　　　　　小さじ1
●小松菜　　　　 　　60ｇ

　白ごま　　 　 大さじ1/2
　しょうゆ　 　 小さじ2
　砂糖　　　　  小さじ1
　酢　　 　　　 小さじ1
　練りからし　　お好みで

〔1人分の栄養量〕
エネルギー    68kcal
塩分　　　   1.1ｇ

切
り
干
し
大
根
と
ア
サ
リ
の
あ
え
物

ア
サ
リ
、小
さ
な
か
ら
だ
に
海
の
エ
キ
ス
薬
効
成
分
が
い
っ
ぱ
い
で
す
！

長洲町食生活改善推進員協議会


